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実習報告（関係機関実習） 
 
学校の組織力向上につながる校内研修のマネジメントの在り方を探る 
  
小野 美和（教育経営探究コース：現職教員） 
 
１ 探究実習のテーマと設定の理由 
次期学習指導要領では，「未来を作り出して行くために必要な資質・能力を確実に育む教育」，「未
知の社会を生き抜く力を育む教育」の重要性が示されている。これからの学校教育では，主体的に学
び，自らの能力を引き出す基礎を培い，実社会で活用できる力を育成していくことが強く求められて
いる。主体的に学ぶ児童の育成を目指した学校教育活動を推進していくためには，学校の組織力の向
上が重要になってくる。 
現任校の児童は，教員の指示に対して素直に取り組むが，標準学力検査（CRT）や全国及び佐賀県
学力・学習状況調査の結果を見ると，全国平均に至っているとは言い難い。意識調査の結果からも，
自分で課題を立てて考えたり，自分から進んで取り組んだり，学んだことに対して何が分かったのか，
どうしてできたのかを自覚したりすることが十分にできていない状況が明らかになった。しかし，学
校現場は，日々の業務に追われ，児童の学力課題や自己の指導力について，教員同士が学び合う時間
はほとんどない。教員の学ぶ意欲はあるが，学び合う環境がつくれておらず，学びの共同体としての
同僚性が十分発揮されていないのが現状である。 
以上のことから，大学院２年間を通した研究テーマを「主体的に学ぶ児童の育成を目指し，協働的
に学び合う教員集団の形成」と設定した。現任校の喫緊の課題である学力向上のためには，教員集団
が協働的に学び合い，学校全体の組織力の向上を図っていくことが重要である。それを担う方途の一
つが校内研修だといえる。そこで，実習では，各学校の校内研修がどのような組織体制で実施されて
いるのか，また教員間の学び合う場はどのように作られているのか，その方法を探るために，テーマ
を「学校の組織力向上につながる校内研修のマネジメントの在り方を探る」と設定した。 
 
２ 探究実習の研究目標 
佐賀県教育庁教育振興課では，平成 29 年度全国及び佐賀県学力・学習状況調査の結果から見えた佐
賀県の学力課題に対して，県は，各学校にどのように取り組ませようとしているのか，その施策を学
ぶ。また，各施策について，県や学校の具体的な取組状況を調査するとともに，先進校の効果的な取
組や研修体制を探ることを目標とする。 
西部教育事務所では，学校訪問に随行することで，管内小中学校の組織力向上のための取組や教員
間の協働づくりの実際，そして，各学校課題に対する教育事務所の支援の仕方について探究すること
を目標とする。「組織力向上のための取組」「教員間の学び合い」「所員の授業の見方や指導助言の
仕方」を視察の視点にもち，ミドルリーダーとしての役割についても探究を深める。 
 
３ 探究実習の概要 
関係機関２か所での実習は，前半 10日間を佐賀県教育庁教育振興課で，後半 10日間を西部教育事
務所でそれぞれ行った。佐賀県教育庁教育振興課では，全国及び佐賀県の学力・学習状況調査結果に
係る会議を傍聴したり，学力向上推進担当の業務補助や活用力向上研究指定事業公開授業の視察に同
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行したりすることで，県（行政機関）が示す学力向上対策について学ぶことができた。また，それら
を活用した研修マネジメントの方策について考える貴重な機会となった。西部教育事務所では，学校
訪問随行を通して，管内の小学校の組織力向上のための取組や協働的に学び合う校内研究の在り方を
学ぶとともに，人材育成を視野に入れた指導・助言の在り方を学ぶことができた。 
 
４ 探究実習の成果と課題 
探究実習の研究目標に沿って，主な成果と課題は以下のとおりである。 
(1)県の学力向上に対する施策の理解とその活用について 
全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ，課題解決に向けた施策についての県・市町教育長意見
交換会や教育事務所定例会議を傍聴させて頂いた。学力課題に対する県の施策についての議論を直
接聞く機会を得たことにより，施策についての理解を深めることができた。また，県の施策が学校
現場で活かされるためには，推進役の教員の存在が重要であることを認識した。学校の実態に合わ
せて，施策を効果的に取り入れ，推進していくことは，組織力の向上につながる。現任校の児童や
研究体制に合わせた活用方法を検討し，提案していく必要性を感じた。 
(2)教員の学び合う場作りについて 
学校訪問では，５校の全体研究会を参観することができた。学び合う文化が醸成されていると感
じた学校は，学校の重点目標が子どもたちだけのものではなく，教職員を含めた学校全体のもので
あることを感じた。管理職を中心に，よりよい授業作りを目指して懸命に考え発言するベテラン教
員の姿や積極的な若手教員の姿を見て，校内研究を通してOJTが効果的に進められることを実感し
た。全体研究会が，教員の指導力向上につながる「学び合いの場」となるためには，運営の在り方
が大変重要になる。全員を巻き込みながら，コーディネートしていく運営力も重要であるが，研究
会前までに授業者以外の教員の意識を高めておくことや研究会後の意識の継続の図り方も大切であ
ることを学ぶことができた。また，このような教員の学び合う場を捻出するためには，教育課程や
週時程，会議等の運営の仕方についても見直していく必要性を感じた。 
(3)組織力を向上させるためのミドルリーダーとしての役割について 
学校訪問の打ち合わせから当日の指導・助言の様子を通して，所員の授業を見る目や指導・助言
の在り方を学ぶことができた。一人一人の教職員の人材育成を視野に入れた所員の指導・助言は，
教職員の自己肯定感や教職アイデンティティを向上させ，学ぶ意欲を持続させる重要な役割がある
ことを実感した。これらの指導・助言の在り方は，OJTを進める上でも大切なスキルであり，組織
力を向上させるためにミドルリーダーとして身に付けたい資質能力の一つであることを認識した。
また，所長の講話から，組織力を向上させるためには，「①管理職の意識が高いこと」，「②ミド
ルリーダーの意識が高いこと」の２つの条件が必要であることを学んだ。ミドルリーダーとして，
校長のビジョンを具現化するために，教職員をつなぎ，協働体制を整えていく必要性を感じた。 
(4)次年度の学校変革実習に向けて 
子どもたちの学力向上につながる校内研修を推進していくためには，組織で取り組むことのよさ
を教員一人一人に実感させていくことが大切である。そのためには，教員同士をどのようにつな
げ，組織（集団）として高めていくかが重要になる。教員間の協働を促す組織体制を整えたり，教
員同士が学び合う研修を継続的に取り入れたりすることで，変革を試みたい。教員一人一人が，学
校づくりのチームの一員として学力課題の解決に取り組む力を醸成するために，教員間の協働づく
りに焦点をあてた校内研修の推進の在り方について探究していきたい。 
